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アクティブラーニングによる公民科の授業実践
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４．おわりに−まとめと今後の課題−
１．はじめに
　近年、教員が一方的に講義または授業をするスタイルが見直され、学生または生徒が自
ら主体的に学習活動に取り組む授業形態・学習課題が重要視されるようになった。この背
景としては、大学教育の質保証問題やファカルティ・ディベロップメントの潮流がある。そ
して大学教育では、社会や学生からの多様なニーズに対応するため、大学制度やその教育
の在り方について変革が求められている（林［2014］）。同様に高等学校でも、先述したよ
うな生徒の主体的な教育活動による授業実践が求められている。学校事例としては、長崎
県立佐世保北高校が挙げられている。授業内容としては、世界史の研究授業において『ア
メリカ横断鉄道の敷設を新聞記者の目線でレポートする』を題材に生徒の主体的な学習活
動が紹介されている（ベネッセ［2013］）。
　一方、公民科は、1989年に告示された第６次改訂となる高等学校学習指導要領により、
社会科から切り離されて設置された。さらに、1999年の第７次改訂以降、公民科の「現代
社会」はそれまでの４単位から２単位となり、公民科の必修科目は、「現代社会」（２単位）
もしくは「倫理」および「政治経済」（２単位×２科目＝４単位）のいずれかとなったが、
必修科目カリキュラムの軽量化が進むなか、「現代社会」を必修科目とする傾向にある。し
かしながら公民科における「現代社会」は、小・中学校の「社会科」および中学校の「道
徳」との関連のほかに、高等学校地理歴史科との関連が大いにある。このように高等学校
公民科の「現代社会」は、教師の幅広い知識と教養、さらには授業方法の工夫が問われる
科目である（東京学芸大学社会科教育学研究室［2008，p. 54］）。
　以上のことを背景に、本稿の目的は、公民科の授業の特色ある実践に対する検証とその
課題提起を行うことである。そこで本稿では、まず高等学校における生徒の主体的な学習
活動を促進するアクティブラーニングの意義について検討している。次に、アクティブ
ラーニングを活用した公民科授業の実践について検証している。最後に、これらの授業方
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法の検証から今後の課題について提示している。なお公民科の単元には、「発展途上国の貧
困問題」と「日本経済のあゆみ」を取り扱った。
２．アクティブ・ラーニングの意義
（１）アクティブ・ラーニングとは何か
　アクティブ・ラーニングは、教師による一方向的な講義形式の授業ではなく、グループ
ワークやディスカッションなど生徒の能動的な学習への参加を取り入れた授業方法のこと
である（ベネッセ［2013，p. 21］）。さらにその効果として文部科学省では、認知的、倫理
的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を目的としている。また、
山地（2014）によれば、アクティブ・ラーニングとは、「思考を活性化する」学習形態で
あると提示している１）。ところで1990年代に提唱されたアクティブラーニングの定義は、
Bonwell・Eison（1991）において「学生たちが行っている何かに関する思考と行為といっ
た、それぞれの活動のなかで学生を巻き込んでいるすべてのこと」、つまり「巻き込み経
験」であると示されている。
　このようなアクティブ・ラーニングが登場した背景には、受動的学習という方法より
も、学習者がより楽しめ、持続的な学習が可能になり、かつ教師と学生が互いに「学ぶこ
との楽しさ」を共有できるような方法を模索し、通常の授業の方法がもつ潜在力をより強
化したり、授業のレパートリーに多様性を創造しようとする試みがあった求められるよう
になったことである。その具体的な授業方法として、学習者間の討論、レポート作成、グ
ループワーク、視覚映像を用いた学習活動などが挙げられている。
（２）アクティブ・ラーニングの既存研究
　これまでのアクティブ・ラーニングによる教育活動は、主に大学教育によるものが多
かった。例えば、林（2014）では大学教育におけるアクティブ・ラーニングを導入するた
めの手法として海外の事例を踏まえながら分析されていた。さらに木村（2013）でも、大
学の教職課程の学生に対して実際の現場での出来事を授業で再現し、学生の気づきを促し、
知識を実践的に活用することを紹介している。
　一方、高等学校に焦点を当てた事例紹介もいくつかある。三浦（2010）では、「社会科の
指導法」にアクティブ・ラーニングを適用し、その考察について考察している。その結果、
社会科授業力の育成についての実践的な方法について分析している。また小林（2014）で
はビジネス理論、生徒指導など多岐にわたる分野でアクティブ・ラーニング統合させた学
級経営の方法を紹介している。以上のように、近年では高等学校における生徒の主体的な
能力を育成する授業方法が注目されている。
３．公民科授業の実践事例　
　本節では、アクティブ・ラーニングの先行研究を踏まえて、高等学校におけるアクティ
ブラーニングの授業実践を検証する。そこで本節では、２つの事例を挙げた。まず「現代
社会」では、発展途上国の貧困問題について学習指導案を用いた検証を行っている。なお、
その際には１年次の現代社会を対象としている２）。
　次に、特色ある学校設定科目の「公民研究」では日本経済史を取り扱った３）。そこでは高
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度経済成長を視覚的な観点から捉えるために、映画「Always−三丁目の夕日64」を題材と
して取り上げた。
　
　⑴事例１　現代社会　「発展途上国の諸問題−途上国の貧困を考える」
　①　授業の目的
　現行の学習指導要領では、南北問題など国際社会における貧困や格差については、「南北
問題や南南問題などを取り上げ、国際社会における貧困や格差が解消されていない状況や
これらの解決が地球的な課題であることを理解させるとともに、先進国の経済協力の在り
方について考察させる」と目的に提示されている。また桑原（2010）を踏まえ、発展途上
国（以下、「途上国」）の貧困問題を生徒に考えさせることを目的とした４）。さらに授業のね
らいとして、生徒が途上国の知識について関心を持ち、主体的に考えさせることに着目し
た。
　②　授業方法と授業の講評５）
　授業方法は、フィリピン共和国マニラ市のスラムに関する映像を教師の解説を含めなが
ら鑑賞させ、映像に基づきディスカッションを行わせた６）。その際に、教師は生徒グルー
プの机間巡視を行い、生徒の考えを助長させた。さらにグループ内で、発表者を決定し、
ディスカッション後に発表させた。なお、生徒の発表は、教師が板書し、発表への講評を
行い、全体による考えをまとめた。授業の最後に、フェアトレード、マイクロファイナン
スなど教科書に記載されている学問的な知見にについて検討した。さらに小論文を書かせ、
授業の復習を行った。
　授業の講評については、教員側の反省会、生徒の小論文から得た。教員側からの講評は、
「ディスカッションのねらいをさらに絞ることが必要である」、「フィリピンの概況について
さらに詳細に指導すること」、「生徒の発表方法についての工夫」などが主に挙げられた。
一方、生徒側の反応は「発展途上国の貧困について知ることができた」を中心に途上国へ
の支援など探求する姿勢があった。また、学年末に一年間の復習を行うと、途上国の貧困
問題に興味を示した生徒が多かった。
　以上のように、視覚映像を用いて生徒間にディスカッションを行わせるアクティブ・
ラーニングに一定の効果が見られたと考えられる。
　⑵事例２　公民研究　「Alwaysからみる高度経済成長」７）
　①　授業の目的
　本授業では、１年次の「現代社会」の復習として高度経済成長を中心とした日本経済史
を取り上げた。そのため、２年次の初期段階で現代社会の知識を定着させることが目的で
あった。
　ところで、学習指導要領では、日本経済に関して政治・経済分野で詳細に記載されてい
る。「現代の日本経済及び世界経済の動向について関心を高め、日本経済のグローバル化を
はじめとする経済生活の変化、現在経済の仕組みや機能について理解させるとともに、そ
の特質を把握させ、経済についての基本的な見方や考え方を身に付けさせる」と記述され
ている。以上から本授業の取り組みは、生徒に日本経済の歴史を踏まえながら今後の日本
経済の動向を考える指導を行うことにした。
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　②　授業方法と授業の講評
　授業方法は、授業の冒頭で１年次の「現代社会」の教科書を解説し、視覚映像である映
画「Always−三丁目の夕日64」、ワークシートを用いた。ワークシートの穴埋め問題を解説
した後に、生徒には各自視覚的な教材への感想を書かせた。授業の感想としては、主に時
代の流れや生活の様子が理解できたと考えられる。しかし、本授業を対象とした学級では
比較的に学習意欲が低い生徒が多いため、ワークシートの効果が低かった。今後の課題と
しては、科目全体としての工夫が求められる。ニュース検定の受検、進学または就職への
キャリア支援など、生徒のインセンティブを促すような取り組みが大いに必要であると考
えられる。
４．おわりに−まとめと今後の課題−
　本稿では、アクティブラーニングを活用した公民科授業の取り組みについてまとめた。
以上の結果より、アクティブ・ラーニングによる授業方法は、生徒への知識定着に役割を
示すことがわかった。しかし、本実践は試行錯誤の展開であったため、課題がいくつかあ
る。以下では、特に重要な点として指摘しておきたい。
　第一に、応用力への発展である。ここでの応用力とは、大学受験を目標に置いた生徒へ
の指導が必要であることを指している。そのためには、教師の解説を濃縮させた説明、ア
クティブ・ラーニングの方法、ねらいを絞ったディスカッションの工夫が求められる。第
二に、学習意欲が低い、または基礎知識が少ない生徒への授業方法である。学習意欲が低
いことによって、ディスカッションに到達できない場合を教師として考慮しなければなら
ない。第三に、教科として育成するキャリア教育との結びつきである。近年では、高校生
のキャリア教育としてインターンシップなどの取り組みも行われている。特に公民科は、
このようなキャリア教育に密接なつながりがあると考えられる。その結果、アクティブ・
ラーニングを導入しながらのキャリア教育の必要性がある。
　今後は、公民科としての教科指導を徹底するとともに、アクティブ・ラーニングのよう
な創意工夫が求められる授業方法を展開することにしたい。とりわけ、現代社会に精通し
たワークシート教材の開発、生徒の学習活動重視の授業、「発問」に着目した授業展開の３
点に着眼点を置いた授業力の向上を試みたい。
注
１）山地（2014）では、具体的なアクティブ・ラーニングの手法について詳細に分析されている。
２）事例１において対象としている学級は、比較的学習意欲も高く、進学を希望した生徒が多い学級で
ある。
３）学校設定科目は、学習指導要領において、「学校は、地域、学校及び生徒の実態、学科の特色等に
応じ、特色ある教育課程の編成に資するよう、上記２及び３の表（省略）に掲げる教科について、こ
れらに属する科目以外の科目（学校設定科目）を設けることができる。この場合において、学校設定
科目の名称、目標、内容、単位数等については、その科目の属する教科の目標に基づき、各学校の定
めるところによるものとする。」　とされている。さらに、学校設定科目の名称、目標、内容、単位数
等について定める際には、「その科目の属する教科の目標に基づき」という要件が示されていること
及び科目の内容の構成については、関係する各科目の内容との整合性を図ることに十分配慮する必要
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がある。
４）桑原（2010）では、「開発」と「貧困」の問題を取り上げ、持続可能な社会を形成し、それを支え
る市民の育成する単元開発を目標に授業方法を検討している。
５）【資料１】学習指導案および【資料２】ワークシートを参照して頂きたい。なおワークシートにつ
いてはB４判用紙で生徒に配布している。
６）ここではフジテレビ「世界がもし100人の村だったら」を取り上げた。
７）【資料３】公民研究ワークシートを参照して頂きたい。なお実際にはB４判用紙で生徒に配布し、
生徒が記入した感想文を添削した後に返却している。
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【資料１】　学習指導案
地歴・公民科（現代社会）学習指導案
１．単　元（題材）：第２章　国際経済の動向と国際協力（発展途上国の諸問題）
２．目　　　　 標：
　　○発展途上国の諸問題について主体的に考える姿勢を身につける。
　　　（知識・理解）（思考・判断・表現）
　　○発展途上国の現状と貧困問題について理解し、身近に取り組めることを考える。
　　　（関心・意欲・態度）
　　○グローバル社会で生きる教養人としての知識を身につける。（知識・理解）
３．指導上の立場：
　　○単元観（教材観）
　　 　発展途上国の諸問題は生徒にとっても具体化することが難しい単元であるが、教科
書、資料集を用いて授業を行っている。本時では、貧困問題を中心とした発展途上国
の現状を視覚的に捉えながら、具体的に考え、身近にできる発展途上国への支援を主
体的に考えさせたい。
　　○指導の留意点
　　 　当クラスは、比較的学習意欲および知的好奇心が高いため、発展途上国の知識を生
徒の教養として定着させることにも留意して授業を展開したい。また、世界経済の分
野は生徒が理解しにくい分野でもあるため、授業者が具体的な手法（映像鑑賞および
ディスカッション）を用いて、現状を理解させることにも留意したい。
４．本時の目標：
　　１． 発展途上国の現状を理解したうえで、途上国の経済について主体的に考え、グ
ループワークから途上国の貧困問題の解決策を模索させる。（関心・意欲・態度）
（思考・判断・表現）（技能）
　　２．生徒が身近にできる貧困対策を考えさせる。（知識・理解）
学　習　指　導　案
学習活動・内容 教師の指導・支援 評　価　基　準
導　　入
（７分）
○ 前回の授業（発展途上国の諸問
題）について復習する。
○ 本時で取り上げるフィリピンス
モーキーマウンテンの写真を提
示する。
○ 前回の授業を応用して貧
困問題（フィリピン：ス
トリートチルドレン）を
考えることを明示する。
○ ワークシートを基にグ
ループ作業を行うことを
指示する。
○ 前回の授業が理解できてい
るか。（知識・理解）
○ 本時の作業が理解できる
か。（関心・意欲・態度）
展　　開
（35分）
○ 「世界がもし100人のむらだった
ら（フィリピンのストリートチ
ルドレン）」を鑑賞する。（10分）
○ 映像を踏まえ、グループ内で議
論する。（15分）
○ グループでまとめた意見を発表
する。（10分）
○映像の解説を行う。
○ グループディスカッショ
ンを指示する。
　・机間巡視
○ 生徒の意見を板書し、講
評を行う。
○ 映像鑑賞が積極的に行えて
いるか。（関心・意欲・態
度）
○ 各グループで工夫し、積極
的に意見交換ができている
か。（ 思 考・ 判 断・ 表 現 ）
（知識・理解）
○ 発表がまとめられている
か。（表現・技能）
まとめ
（８分）
○ 発表を踏まえ、発展途上国や日
本で行われている貧困削減の手
段を理解する。
○ 実際に発展途上国で行わ
れている貧困対策を紹介
し、意見と適合させる。
○ 身近にできる発展途上国の
支援が理解できたか。（知
識・理解）
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